
今回、最初に紹介するのは、「令和７年度多

治見市 PTA連合会第 4回家庭教育委員会

報告書」のまとめからです。 

 

今年度の振り返りとまとめ（対話の大切さ） 
 
この一年間の活動を通して『保護者と先生

がパートナーとして願いを伝え合い、同じ夢を

描くこと、そして、互いに敬意と感謝を伝え合う

こと』の大切さを教えていただきました。 

私からは学んだこととして『自由・尊重・信頼

を意識した対話』の大切さについてお伝えしま

した。 

この対話は、子どもと保護者は家庭で、子ど

もと先生は学校で、先生と保護者は PTAで

実践できるものです。（中略） 

今回の会は、新旧役員の皆様と対話し、新

年度役員の方々の背中をそっと押すことのでき

る時間になったと感じています。 

多治見市 PTA連合会 家庭教育委員長 

  

多くの新役員の方は、前任の方から様々

な引継を受けて、スタートをしようとしている

ところだと思います。 

そんなとき、活動の時期や内容を踏襲する

こともあるでしょうし、新しく 『これをやって

みたい』ということもあるかと思います。 

前任の方から「対話が大切」といった引継

（アドバイス）があれば、新年度の

活動も自信をもって進めやすく

なると思います。 

次は、「令和７年度中津川市家庭教育委

員会活動報告書」からの家庭教育委員会を

担当された方の感想です。 

 

みなさんの協力のおかげでたくさんの活

動ができました。子どもたちの笑顔をより近

くで見ることができて、嬉しく思いました。 

なかなか体験できないことを体験させて

あげたり、みなさんからの喜びの声が多く聞

かれたりして、全て良い活動になったと思っ

ています。 

中津川市蛭川小学校家庭教育委員長  

 

家庭教育学級の運営は、時間

も労力も必要で、たいへんだっ

たことと思います。それでも、周り

のみなさんの支え、協力によっ

て、かけがえのない体験を子ど

もたちに提供でき、本当によかっ

たですね。 

何度も学校へ足を運ぶことで、子どもの様

子を近くで見ることができるなど、親としても

よい経験ができたことと思います。  

PTA、家庭教育を担当しているから、先生

方とより「なかよく」なることもあります。 

みなさんから喜びの声が多く聞かれると、

とてもうれしいです。「全て良い活動となった」

と書けることがとてもすてきだと思いました。 

令和８年度 家庭教育推進を新たな気持ちでスタート 

昨年度 担当された方の「想い」から学びます 
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１  家庭教育委員になりました 

  去年の担当の方から、引継を受けま

す。どうやら、 

〇親が子育てについて学ぶ機会をつくる 

〇親子のコミュニケ―ションを深めるきっかけづくり

をする 

〇親同士のつながりをつくる 

とよいことがわかってきました。 

去年の取組も教えていただいたので、同じように

やろうかな・・・。とも思いますが・・・ 

２  自分にできるだろうか・・・ 

  仕事もあるし、親の介護もちょっとずつ始まって

きて、一番上の子は、大学進学を考えているし・・・。

体がいくつあっても・・・。 

  一番下の子は保育園で、もっと目

をかけてあげたいから、この役をよい

きっかけにしていきたいなあ・・・。 

３  じゃあ、ちょっと本気を出してみようかな 

  幸いにも、PTA には、力になってくれる会長さん

や、本部役員の方もいらっしゃるし、一人じゃないこ

ともわかってきた。運よく？前年度の家

庭教育委員長が、まだこの学校の保護

者として残っているから、困ったら聞け

ばいいんだ。 

４  PTA総会 or PTA 役員総会で証認 

 いよいよ家庭教育委員長としての活動がスタート

した・・・。今日はみんなの前で紹介されちゃったし、

後戻りはできないけど、かわいいわが子のために、

一年間は PTA の活動、家庭教育委員の活動をが

んばってみよう。 

５  ５月東濃地区家庭教育学級リーダー研修会 

  引継で、「この研修会は参加してね。」っ

て言われて仕事をやりくりして来てみたけれ

ど・・・。  

他の学校からも保護者や先生が参

加していて、ちょっと緊張・・・。 

でも、教頭先生も一緒だから・・・何と

かなりそう。 

〇岐阜県は家庭教育支援条例に基づき、家庭教

育支援を地域全体で行います。 

〇家庭教育学級運営マニュアル、プログラムなど

の冊子、みんなで家庭教育サイトなど活動の参

考資料があります。 

東濃地区の他市の同じ立場の人と意見交流も 

できて、だんだん自分が何をすればよいかわかって

きたかな。 

６  初めての家庭教育学級 

開級式で校長先生にお話しても

らうんだった。どうすればいいんだろ

う、ええい、教頭先生に相談しよう。

（時間休をとって学校へ） 

委員長「教頭先生、お願いします。」 

教  頭「じゃ、一緒に校長先生と打合せを…。」 

委員長「（えー、そんな予定じゃなかったのに…）」 

校  長「どんな内容でお話するとよいですか。」 

委員長「明るく楽しく子育てができるようなお話が

聞きたいです。」 

校 長「わかりました。まかせてください。」 

委員長「ほっ。(安堵のため息）」 

７  初めての家庭教育学級を終えて 

  みんなの感想をまとめなくちゃ。（感想を読む） 

みんないい事書いているなあ。読んでるだけで、勉 

強になる。 

いいなあと思ったのは、ぜんぶ、紹介しちゃえ！ 

初めての家庭教育通信だ。 

私もやればできる子！ 

 「家庭教育って？」 何をどう進めていけばいいの  架空の委員長日記 ステップ７ 春編 
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岐阜県（県民生活課） 「みんなで家庭教育」情報サイト  さらに使いやすくなりました！ 

家庭教育のことがよくわかります 

 瑞浪市立瑞浪小学校育友会の取組が紹介されています。中

学校のテスト期間に合わせて、小学校で「メディアコントロー

ル推進週間」を２回実施しました。ICT を活用して、集計作業

の効率化を図っています。 

さらに、１回目よりも２回目のほうが取組参加率大幅アッ

プ！その秘訣がわかります。 

 多治見市立多治見中学校の学校、保護者、大学、清流の

国岐阜防災・減災センターなど他機関との連携を図った取

組が紹介されています。多くの方が、中学生の力に注目し、

期待しています。防災の学習は、学校・家庭・地域が一体に

なって取り組むことが必要です。 

 土岐市こども家庭課が NPO法人Mama’s Caféに委託して

実施している「親子関係形成支援事業」です。 

一月、４回の講座になります。０歳児のお子さんの子育てを行

っているお母さんの学びのプログラムです。子育ての基本の

「き」を学び合い、話し合うことで心のゆとりと笑顔が増えていき

ます。子育てに懸命に取り組むお母さんたちを支える取組です。 

東濃地区では中津川市に家庭

教育支援チームがあります 

-3-



土岐市教育委員会 学校教育課  

令和 7年度 土岐市家庭教育学級実践交流会（閉級式） 
  日 時 令和８年２月 24日（火）10時～ 幼稚園、14時～小中学校 

  場 所 セラトピア土岐 2階ホール 
  参加者 令和 7年度幼・単 P家庭教育学級担当者、令和 8年度幼・単 P家庭教育学級担当者、各校教頭、各園園長 

  幼稚園の部 １０名、小中学校の部 ３３名 
 

新旧の家庭教育学級長がそろっての実践交流会 

→ 次年度の実践への力強いエール 

  土岐市教育委員会では家庭教育学級の閉級式として、家庭教育実践交流

会を位置付けています。今回は、２月２４日に行われた「閉級式＝実践交流会」

の様子を紹介します。 

交流会の内容は、左記の通りでした。午前中に幼稚園の部の実践交流会が

行われました。土岐市の幼稚園も減少傾向で、今年度は４園でしたが、来年は

３園になるとのことでした。土岐市の幼稚園では、以前「家庭教育なう」でも紹

介したように園の経営方針を踏まえて、家庭と連携して園児の力を引き出そう

とする取組が展開されていることがわかりました。 

土岐市の小中学校では、家庭教育学級の実施を土岐市からの補助金

で支える体制が整えられています。「計画―実践―報告」のサイクルがしっかりと機能していました。他市に勤務し

た経験のある教頭先生が、新しい家庭教育学級の内容を家庭教育委員に提案した事例や、伝統として続いている

家庭教育学級の取組を「いかに充実させるか」などの工夫も聞けました。 

 

 

教育委員会がリードする 家庭教育学級実践交流会（閉級式） 

年度の終わりに実践の「手応え」を教えてもらえるすてきな実践交流会＝閉級式でした。 

 

ご講演の様子 

実践交流会の内容 

１ 教育委員会学校教育係長 

挨拶 

２ アイスブレイク 

  最近うれしかったこと 

３ グルーブ毎に実践交流 

  教頭先生の司会 

  成果と課題について 

４ 家庭教育推進専門職の話 

今年度の活動について成果と課題を 

グループごとに交流しました 

幼稚園の部 交流会 小中学校の部 交流会 
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